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海
陽
町
予
算
決
ま
る

地元の木で家づくり  町産材活用住宅建築推進事業
「一棟 100 万円」補助金等決まる！

一般会計 59億９千万円
　

平
成
23
年
第
１
回
海
陽
町

議
会
定
例
会
が
、
３
月
７
日

か
ら
10
日
ま
で
開
催
さ
れ
、

平
成
23
年
度
当
初
予
算
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
事
業

は
、
元
気
に
な
る
「
和
」
事

業
、
浅
川
橋
耐
震
補
強
事
業
、

鞆
浦
漁
港
橋
架
け
替
え
事

業
、
ふ
る
さ
と
緊
急
雇
用
事

業
、
子
宮
頸
が
ん
等
予
防
接

種
事
業
、
町
産
材
活
用
住
宅

建
築
推
進
事
業
補
助
金
、
太

陽
光
発
電
設
備
設
置
費
補
助

金
、
老
朽
住
宅
除
却
補
助
金

な
ど
地
域
経
済
の
活
性
化
や

住
民
生
活
の
安
全
安
心
を
支

え
る
事
業
に
配
分
し
た
予
算

編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
補
正

予
算
は
、
き
め
細
か
な
交
付

金
事
業
及
び
住
民
生
活
に
光

を
注
ぐ
交
付
金
事
業
に
よ
る

町
道
整
備
事
業
や
観
光
施
設

の
改
修
事
業
及
び
図
書
館
の

整
備
事
業
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ふるるん君の家計簿

（年間59万９千円だとしたら？）

貯　　　金
（予備費）

１千円

親の仕送り
（依存財源）
50万３千円

奨学金などの返済
（公債費）
11万７千円

アルバイト収入
（自主財源）
９万６千円

高熱水道費
（消防費：３万３千円）
（衛生費：５万４千円）
（商工費：１万３千円）
（災害復旧費：１千円）

10万１千円

学　　　費
（民生費：16 万２千円）
（教育費：５万４千円）

21万６千円

食　　　費
（議会費：９千円）
（総務費：７万円）

７万９千円

家　　　賃
（農林水産業費：４万７千円）

（土木費：３万８千円）
８万５千円

ふるるんくん
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平
成
23
年
度　
一
般
会
計
当
初
予
算
の
構
成

地元の木で家づくり  町産材活用住宅建築推進事業
「一棟 100 万円」補助金等決まる！

第１回
定例会

歳　入　項　目 金　　額 構成比率 対前年度比率
自　主　財　源 958,399 15.99 △ 　 6.92

町 税 693,472 11.57 △ 　 2.24
分 担 金・ 負 担 金 115,360 1.92 △ 　 8.66
使 用 料・ 手 数 料 53,029 0.88 4.51
財 産 収 入 39,022 0.65 10.44
寄 付 金 0 0.00 0.00
繰 入 金 350 0.01 皆増
繰 越 金 10,000 0.17 △ 　80.00
諸 収 入 47,166 0.79 △ 　18.54

依　存　財　源 5,034,601 84.01 △ 　 2.48
地 方 譲 与 税 71,000 1.18 △ 　 2.87
利 子 割 交 付 金 2,820 0.05 △ 　19.43
配 当 割 交 付 金 1,000 0.02 138.66
株式譲渡所得割交付金 520 0.01 26.83
地 方 消 費 税 交 付 金 89,050 1.49 3.23
自動車取得税交付金 12,900 0.22 △ 　18.51
地 方 特 例 交 付 金 18,900 0.32 182.09
交通安全特別交付金 1,500 0.03 25.00
地 方 交 付 税 3,767,088 62.86 △ 　 5.59
国 庫 支 出 金 292,127 4.87 2.17
県 支 出 金 470,296 7.85 21.22
町 債 307,400 5.13 △ 　 1.13

計 5,993,000 100.00 △ 　 3.21

歳　出　項　目 金　　額 構成比率 対前年度比率
義務的経費 2,685,079 44.80 △ 　10.98

人 件 費 991,720 16.55 △ 　 4.14
扶 助 費 526,508 8.79 △ 　 1.54
公 債 費 1,166,851 19.47 △ 　19.35

投資的経費 305,177 5.09 23.84
普 通 建 設 事 業 費 292,741 4.88 25.11
災 害 復 旧 事 業 費 12,436 0.21 0.00

その他の経費 3,002,744 50.10 2.50
物 件 費 1,138,590 19.00 2.54
維 持 補 修 費 33,592 0.56 5.94
補 助 費 909,296 15.17 △ 　12.82
積 立 金 3,410 0.06 0.00
投資・出資・貸付金 0 0.00 0.00
繰 出 金 904,923 15.10 23.91
予 備 費 12,933 0.22 20.35

計 5,993,000 100.00 △ 　 3.21

歳 出 項 目 金　　額 構成比率 対前年度比率
議 会 費 92,324 1.54 29.72
総 務 費 702,531 11.72 △ 　13.85
民 生 費 1,625,152 27.12 2.42
衛 生 費 534,960 8.93 3.78
農林水産業費 456,050 7.61 20.46
商 工 費 126,664 2.11 53.09
土 木 費 380,720 6.35 2.43
消 防 費 335,879 5.60 3.97
教 育 費 543,090 9.06 △ 　 5.34
災 害 復 旧 費 12,436 0.21 0.00
公 債 費 1,166,851 19.47 △ 　19.35
諸 支 出 3,410 0.06 3.02
予 備 費 12,933 0.22 20.35

計 5,993,000 100.00 △ 　 3.21

（単位：千円、％）
（単位：千円、％）

歳　　入

歳　　出

【目的別歳出】 【性質別歳出】

自主財源

依存財源

町税 分担金・負担金

財産収入

諸収入

使用料・手数料

地方交付税

国庫支出金

県支出金県支出金

町債
その他

繰越金

歳入総額
5,993,000
千円

議会費

総務費総務費

民生費

衛生費

農林水産業費
商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

予備費

人件費

扶助費

公債費

普通建設事業費

物件費物件費

補助費

その他

歳出総額
5,993,000
千円

歳出総額
5,993,000
千円
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歳　入 補正前 3 月補正 構成比率
町 税 709,341,000 ▲ 4,000,000 9.5
分担金・負担金 129,407,000 ▲ 45,699,000 1.1
使用料・手数料 50,743,000 0 0.7
繰 入 金 154,000 0 0.0
繰 越 金 81,317,000 155,255,000 3.2
諸 収 入 69,986,000 13,472,000 1.1
地 方 譲 与 税 73,100,000 0 1.0
地 方 交 付 税 4,091,587,000 448,650,000 60.9
国 庫 支 出 金 370,536,000 198,207,000 7.6
県 支 出 金 442,203,000 16,293,000 6.1
町 債 444,400,000 44,800,000 6.6
そ の 他 153,420,000 16,178,000 2.3

合　　計 6,616,194,000 843,156,000 100.0

歳　出 補正前 3 月補正 構成比率
公 債 費 1,496,535,000 501,650,000 26.8
民 生 費 1,598,012,000 ▲ 88,594,000 20.2
総 務 費 891,643,000 ▲ 11,778,000 11.8
教 育 費 587,333,000 75,046,000 8.9
消 防 費 332,499,000 3,758,000 4.5
衛 生 費 556,271,000 34,796,000 7.9
農林水産業費 421,859,000 ▲ 9,465,000 5.5
土 木 費 531,266,000 107,730,000 8.6
商 工 費 93,566,000 67,657,000 2.2
議 会 費 71,190,000 ▲ 1,621,000 0.9
そ の 他 36,020,000 163,977,000 2.7

合　　計 6,616,194,000 843,156,000 100.0

財 産 収 入 40,290,000
利 子 割 交 付 金 3,500,000
配 当 割 交 付 金 419,000
株式譲渡所得交付金 410,000
地方消費税交付金 86,260,000
自動車取得税交付金 15,831,000
地 方 特 例 交 付 金 20,858,000
交通安全特例交付金 1,200,000
寄 付 金 830,000

災 害 復 旧 費 21,964,000
予 備 費 10,746,000
諸 支 出 金 167,287,000

※歳入のその他内訳 ※歳出のその他内訳

歳　入

歳　出

12月補正
9月補正
6月補正
当初予算

億

億
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繰
入
金

繰
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諸
収
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地
方
譲
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国
庫
支
出
金

県
支
出
金

町
債 そ

の
他
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消
防
費

衛
生
費

農
林
水
産
業
費

そ
の
他

3月補正

12月補正
9月補正
6月補正
当初予算

3月補正

教
育
費

消
防
費 衛

生
費

農
林
水
産
業
費

土
木
費

商
工
費

議
会
費

公
債
費

民
生
費

総
務
費

地
方
交
付
税

45.4億

平成22年度　一般会計予算の状況

平
成
22
年
度 

一
般
会
計
予
算
の
状
況
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第
１
回
定
例
会

　

平
成
23
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
７
日
開
会
、
町
長
よ
り
次
の
37
議
案
、

（
条
例
関
係
９
件
・
承
認
関
係
３
件
・
予
算
関
係
25
件
）
が
提
出
さ
れ
審
議

の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
10
日
閉
会
し
た
。

■ 
議
案
の
審
議 

■

条
例
関
係

承
認
関
係

予
算
関
係

・ 

海
陽
町
馳
馬
地
区
揚
水
施
設
維
持
管
理
基
金
条
例

・ 

海
陽
町
国
民
健
康
保
険
宍
喰
診
療
所
財
政
調
整
基
金
条
例

・ 

海
陽
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・ 

海
陽
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・ 

海
陽
町
宍
喰
ド
リ
ー
ム
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

・ 

海
陽
町
運
動
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・ 

海
陽
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ナ
イ
タ
ー
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・ 

海
陽
町
立
小
中
学
校
体
育
施
設
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・ 

海
陽
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・ 

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

施
設
の
名
称　

　
　
　

海
陽
町
間
伐
材
利
用
モ
デ
ル
施
設
「
海
部
川
総
合
案
内
所
」

（
補
正
予
算
）

・ 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）	

８
億
４
３
，
１
５
６
千
円　

⬅

・ 
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
（
第
３
号
）	

１
億
０
０
，
２
５
２
千
円　

⬅

・ 
海
部
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）	

４
，
２
９
７
千
円　

⇨

・ 

宍
喰
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）　

３
，
７
７
０
千
円　

⇨

・ 

海
陽
町
川
西
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）　

２
，
０
０
０
千
円　

⇨

・ 

海
部
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）	

８
４
７
千
円　

⇨

第
１
回
定
例
会　

議
案
の
審
議

　
　

指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
団
体

　
　
　

海
部
川
漁
業
協
同
組
合

　
　

指
定
の
期
間

　
　
　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日

・ 

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

施
設
の
名
称

　
　
　

宍
喰
保
育
所

　
　

指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
団
体

　
　
　

社
会
福
祉
法
人　

海
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

指
定
の
期
間

　
　
　

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

・ 

平
成
22
年
度
浅
川
橋
耐
震
補
強
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　

契
約
金
額

　
　
　

既
決
請
負
契
約
額　
　

１
億
０
３
，
９
５
０
，
０
０
０
円　
　

　
　

契
約
の
相
手
方

　
　
　

大
鉄
工
業
㈱　

四
国
支
店

　
　

工　

期

　
　
　

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈
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・ 
海
南
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

資
本
的
収
入　
　

２
，
３
０
０
千
円　

⇨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

資
本
的
支
出	

２
，
３
０
０
千
円　

⬅

　

（
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
不
足
す
る
額
７
６
，
４
３
１
千
円

は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
す
る
も
の
と
す
る
。
）

（
当
初
予
算
）

・ 

一
般
会
計
予
算	

５
９
億
９
３
，
０
０
０
千
円

・ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算	

１
８
億
０
１
，
０
０
０
千
円

　

 

国
民
健
康
保
険
施
設
勘
定
（
宍
喰
診
療
所
）	

１
億
４
４
，
３
５
０
千
円

・ 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算	

１
億
４
７
，
１
７
９
千
円

・ 

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算	
１
４
億
２
５
，
６
８
１
千
円

・ 

浅
川
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	

９
０
，
１
３
２
千
円

・ 

海
部
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	
１
億
３
７
，
６
１
７
千
円

・ 

宍
喰
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	

１
億
３
３
，
４
７
７
千
円

・ 

神
野
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算	

１
０
，
８
２
０
千
円

・ 

川
西
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算	

４
５
，
７
５
２
千
円

・ 

日
比
原
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算	

１
２
，
４
５
０
千
円

・ 

漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算	

２
４
，
７
６
３
千
円

・ 

川
西
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	

８
，
９
０
２
千
円

・ 

海
部
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	

９
１
，
８
０
７
千
円

・ 

中
里
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	

２
，
６
８
５
千
円

・ 

川
上
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	

３
，
３
２
７
千
円

・ 

鉄
道
経
営
安
定
基
金
特
別
会
計
予
算	

４
４
，
８
４
０
千
円

・ 

上
水
道
事
業
会
計
予
算	

・
営
業
収
益　

 

１
億
４
５
，
５
８
０
千
円

	

・
営
業
費
用　

 

１
億
２
４
，
０
０
０
千
円

	

・
資
本
的
収
入　
　
　

 

４
，
０
０
０
千
円

	

・
資
本
的
支
出　
　

 

７
４
，
４
６
０
千
円

　

（
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
不
足
す
る
額
７
０
，
４
６
０
千
円

は
、
当
年
度
分
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
２
，
１
９
０
千

円
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
６
０
，
０
０
０
千
円
、
当
年
度
分
損
益
勘

定
留
保
資
金
８
，
２
７
０
千
円
で
補
て
ん
す
る
も
の
と
す
る
。
）

・ 

海
南
病
院
事
業
会
計
予
算	

・
病
院
事
業
収
益　

６
億
５
６
，
４
０
０
千
円

	

・
病
院
事
業
費
用　

６
億
５
６
，
４
０
０
千
円

	

・
資
本
的
収
入　
　
　
　

５
０
，
０
０
０
千
円

	

・
資
本
的
支
出　
　
　
　

９
７
，
７
７
４
千
円

　

（
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
不
足
す
る
額
４
７
，
７
７
４
千
円

は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
す
る
も
の
と
す
る
。
）

　

平
成
23
年
第
１
回
海
陽
町
議
会
臨
時
会
は
、
３
月
30
日
開
会
、
次
の
議
案
が
提

出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

承
認
関
係
（
工
期
変
更
）

　

平
成
22
年
度
浅
川
橋
耐
震
補
強
工
事
変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て

　

・　

契
約
金
額

　
　
　
　

契
約
額　

１
億
０
３
，
９
５
０
，
０
０
０
円　

　

・　

契
約
の
相
手
方

　
　
　
　

大
鉄
工
業
㈱　

四
国
支
店

　

・　

工
期

　
　
　
　

変
更
前　

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で　

　
　
　
　

変
更
後　

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
平
成
24
年
３
月
19
日
ま
で

第
１
回
定
例
会
・
第
１
回
臨
時
会

第
１
回
臨
時
会
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　3 月 11 日（金）に発生した三陸沖を震源とする東日本大震災に

より、亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げますととも

に、被災された皆様、そのご家族の方々に対しまして、心より

お見舞い申し上げます。

　一日も早い復旧復興をお祈り申し上げます。

　海陽町では、東日本大震災に対しまして次の被災者・被災地

支援の実施及び計画をしています。

・　被災地支援職員派遣について

・　被災者の受入について

　小学校等に通学することが困難となった児童について、当該

学校教職員も含め、学校単位の集団受入を徳島県を通じて行う。

意
見
書
・
東
日
本
大
震
災
の
お
見
舞
い

意

見

書

尖
閣
諸
島
を
は
じ
め
我
が
国
の

　

領
土
領
海
を
守
る
た
め
の
意
見
書

　
　
　

提
出
者　

戸
田　

眞
理
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他
５
名

　
　
　

提
出
先　

衆
議
院
議
長

　
　
　
　
　
　
　

参
議
院
議
長

　
　
　
　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　
　
　

総
務
大
臣

　
　
　
　
　
　
　

法
務
大
臣

　
　
　
　
　
　
　

外
務
大
臣

　
　
　
　
　
　
　

国
土
交
通
大
臣

　
　
　
　
　
　
　

防
衛
大
臣

派遣地 派遣期間 職員数
宮城県仙台市 平成 23 年 4 月 3 日～ 4 月 7 日 1 名

宮城県女川町 平成 23 年 4 月 8 日～ 4 月 17 日 2 名
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故
仲
村
議
員
さ
ん
、
天
国

で
こ
の
議
会
を
見
守
っ
て
頂

い
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

改
め
て
ご
冥
福
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。

　

１
月
24
日
、
第
１
７
７
回

通
常
国
会
、
菅
総
理
は
施
政

方
針
演
説
で
平
成
の
開
国
、

不
条
理
を
正
す
政
治
、
熟
議

の
国
会
と
言
わ
れ
た
。
３
月

１
日
未
明
、
衆
議
院
会
議
に

お
い
て
可
決
さ
れ
た
予
算
。

熟
議
の
国
会
と
は
何
か
、
こ

れ
も
ま
た

方
便
か
と

気
が
し
て

な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

私
は
予
算

は
歳
入
か

ら
入
り
、

歳
出
を
見

て
い
く
考
え
方
で
す
。

　

３
月
１
日
、
海
部
高
校
の

卒
業
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

１
６
４
名
の
方
が
卒
業
さ
れ
、

校
長
先
生
曰
く
、
就
職
率
は

１
０
０
％
、
進
学
も
国
公
立

を
含
め
予
想
通
り
で
あ
る
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
海
部
高
校

の
校
訓
は
「
絆
・
学
・
夢
」。

町
と
同
じ
５
年
間
を
歩
ん
で

お
り
ま
す
。
絆
が
出
来
た
、

よ
く
や
っ
た
と
い
う
感
じ
が

致
し
ま
す
。

　

元
気
に
な
る
「
和
」
事
業

で
２
月
18
日
、
小
祝
先
生
の

受
講
で
生
産
者
達
が
、
き
ゅ

う
り
・
に
ん
じ
ん
等
を
現
場

視
察
さ
れ
ま
し
た
。
３
月
１

日
、
第
六
次
産
業
化
法
律
が

施
行
さ
れ
た
。
生
産
し
加
工

し
販
売
す
る
。
今
が
千
載
一

遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い

か
、
生
産
者
の
方
が
根
性
、

意
欲
を
持
っ
て
意
識
改
革
を

出
来
る
か
否
か
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

３
月
３
日
、
県
の
政
策
監

が
来
庁
し
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
で

開
発
さ
れ
て

い
る
Ｄ
Ｍ
Ｖ

（
デ
ュ
ア
ル
・

モ
ー
ド
・
ビ
ー

ク
ル
）
を
阿

佐
東
線
に
24
年
ぐ
ら
い
に
試

行
運
転
を
考
え
て
い
る
と
の

こ
と
。
も
し
こ
の
夢
の
代
物

が
阿
佐
東
線
に
走
る
と
な
れ

ば
、
大
い
に
価
値
は
あ
る
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

伊
勢
田
線
の
ト
ン
ネ
ル
、

両
サ
イ
ド
は
出
来
上
が
っ
て

い
る
が
ト
ン
ネ
ル
で
遮
断
さ

れ
て
い
る
。
24
年
度
に
は
完

成
、
開
通
す
る
予
定
で
進
ん

で
お
り
ま
す
。

　

本
町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
風
流
マ
ラ
ソ
ン
。
一
口

で
言
え
ば
や
っ
て
よ
か
っ

た
。
鞆
の
大
敷
に
ブ

リ
が
入
り
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
し
て
く

れ
、
経
済
収
支
は
取

れ
て
い
る
。
そ
し
て

絆
も
出
来
た
。
４
回

目
、
５
回
目
は
ど
う

す
る
の
か
、
こ
れ
は

万
機
公
論
に
決
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

  

合
併
時
、
計
数
的
に
最
悪

の
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

隠
れ
た
負
の
遺
産
が
こ
れ
だ

け
あ
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
。
５
年
の
経
過
の
中
で
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
人

件
費
約
５
億
７
千
万
円
減

額
、
一
般
職
員
に
つ
い
て
は

３
億
１
千
万
円
程
度
減
り
ま

し
た
。
起
債
残
高
も
約
50
億

円
減
ら
し
た
。
経
常
収
支
比

率
１
０
０
％
超
の
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
が
81
％
に
な
り
、
実

質
公
債
比
率
25
％
が
12
％
台

に
。
ほ
ぼ
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
基

金
も
20
億
円
強
の
貯
金
も
で

き
た
。
22
年
度
の
普
通
交
付

税
は
44
億
４
千
万
円
。
特
別

交
付
税
は
ま
だ
決
定
し
て
い

な
い
が
期
待
で
き
な
い
。
私

な
り
に
こ
の
５
年
間
は
納
得

し
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
勢
調
査
。
本
町
に
お
い

て
は
１
人
産
ま
れ
て
５
人
亡

く
な
っ
て
い
る
の
が
実
態
。

詳
細
が
出
れ
ば
内
部
検
討
を

十
分
し
、
方
向
付
け
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

23
年
度
の
当
初
予

算
、
59
億
９
６
０
０

万
円
、
対
前
年
度
比

３
・
２
％
マ
イ
ナ
ス
。

当
初
は
あ
く
ま
で
骨

格
予
算
で
あ
っ
て
、

６
月
、
９
月
に
肉
付

け
を
し
て
い
き
た

い
。
緊
急
雇
用
対
策

と
し
て
、
元
気
に
な

る
「
和
」
事
業
、
そ

の
他
の
雇
用
を
考
え

て
お
り
ま
す
。

施
政
方
針
（
要
旨
）

町
長
　
五
軒
家
憲
次

DMV（デュアル・モード・ビークル）
　JR北海道ホームページより

海部川風流マラソン

施

政

方

針
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一

般

質

問

元
気
に
な
る
「
和
」
事
業
に
つ
い
て

長
尾
　
正
大
　
議
員

　
こ
の
事
業
が
立
ち
上
が
っ

た
時
、
議
会
も
満
場
一
致
で

進
め
て
い
く
こ
と
に
決
ま
っ

た
。
条
例
の
５
つ
の
基
本
理

念
を
簡
単
に
説
明
す
る
と
、

食
に
対
し
て
の
意
識
を
高
め
、

一
次
産
業
を
メ
イ
ン
に
町
の

産
業
を
育
て
て
い
く
事
業
で

あ
る
。

　
平
成
21
年
、
事
業
を
始
め

た
初
年
度
、
ア
イ
デ
ア
お
に

ぎ
り
、
郷
土
料
理
教
室
、
協

力
店
や
生
産
者
を
募
集
し
て

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
等
、
い

ろ
い
ろ
な
企
画
が
あ
り
勢
い

よ
く
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
22

年
度
２
年
目
は
初
年
度
に

比
べ
る
と
『
元
気
に
な
る

「
和
」
だ
よ
り
』
の
内
容
か

ら
も
、
少
し
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン

を
感
じ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
事
業
を
進

め
る
に
あ
た
り
、
主
体
と
な

る
生
産
者
や
住
民
に
こ
の
元

気
に
な
る
「
和
」
を
進
め
る

と
、
将
来
ど
ん
な
町
に
な
る

の
か
、
そ
れ
を
あ
る
程
度
わ

か
り
や
す
く
示
す
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

　
　
明
る
い
町
の
将
来
像
を

導
き
出
せ
る
よ
う
な
元
気
に

な
る
「
和
」
事
業
を
、
こ
れ

か
ら
生
産
者
や
住
民
に
ど
の

よ
う
に
積
極
的
に
示
し
て
い

く
の
か
。

問

答　
五
軒
家
町
長

　

町
が
生
き
残
る
た
め
に
は
、

第
一
次
産
業
が
元
気
に
な
る

こ
と
。
そ
し
て
商
い
も
元
気

が
出
て
く
る
。
今
が
チ
ャ
ン

ス
で
あ
る
と
思
う
。

答　
歌
産
業
観
光
課
長

　

平
成
22
年
度
に
お
い
て
は

予
算
面
、
企
画
面
に
お
い
て

は
少
々
沈
ん
だ
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
23
年
度
に
向
け
て
新

た
な
取
り
組
み
を
開
始
し
て

い
き
た
い
。
町
と
人
が
元
気

に
な
っ
て
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
よ
う
な
町
づ
く
り
を
進
め

た
い
。

　
　
町
が
空
き
家
物
件
の
情

報
を
収
集
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
通
じ
て
情
報
を
提
供

す
る
。
そ
れ
に
よ
り
定
住
促

進
と
空
き
家
・

廃
屋
減
少
に
も

つ
な
が
る
一
石

二
鳥
の
積
極
的

な
空
き
家
対
策

「
空
き
家
情
報

バ
ン
ク
」
に
つ

い
て
町
の
考
え

は
。

　
　
片
田
企
画

防
災
課
長

　

他
の
市
町
村

に
お
い
て
、
ど

れ
だ
け
の
効
果

が
あ
る
の
か
を

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

調
査
で
き
て
い
な
い
。

　
　
昨
年
度
３
月
の
定
例
会

の
一
般
質
問
で
、
他
の
議
員

の
似
た
よ
う
な
質
問
に
対
し

「
慎
重
に
対
応
し
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
」
と
の
答
え

で
あ
っ
た
が
、
半
年
経
ち
ど

う
い
う
検
討
が
な
さ
れ
た
の

か
。

問

問

答答

　
　
企
画
防
災
課
長

　

個
人
の
所
有
の
土
地
、
建

物
の
利
活
用
で
あ
り
、
個
人

の
意
向
が
優
先
さ
れ
る
た
め
、

慎
重
に
取
り
扱
う
べ
き
で
あ

る
。
土
地
、
建
物
の
貸
し
借

り
、
売
買
等
に
も
な
り
、
行

政
と
し
て
の
関
わ
り
方
も
明

確
に
す
べ
き
で
あ
る
。
今
後

事
業
効
果
も
含
め
、
十
分
時

間
を
か
け
検
討
し
た
い
。

答

元気になる「和」条例事業　海陽町でのタマネギ有機栽培実証実験

元気になる「和」事業　「遊山箱」を使った郷土料理教室　海南小学校

答
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一

般

質

問

火
災
警
報
機
の
設
置
状
況

原
　
ひ
ろ
み
　
議
員

　
　
消
防
法
の
改
正
で
、
今

年
５
月
ま
で
に
全
て
の
住
宅

に
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

設
置
に
よ
り
火
災
の
早
期
発

見
と
人
命
を
救
う
こ
と
に
な

る
が
、
現
時
点
で
の
設
置
状

況
は
把
握
で
き
て
い
る
の
か
。

低
所
得
者
や
町
営
住
宅
へ
の

設
置
に
対
す
る
補
助
の
考
え

は
あ
る
の
か
。
購
入
し
て
も

自
分
で
設
置
で
き
な
い
人
へ

の
配
慮
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　
片
田
企
画
防
災
課
長

　

火
災
警
報
機
の
設
置
状
況

は
海
部
消
防
組
合
に
よ
り
、

平
成
22
年
12
月
時
点
で
の
普

及
率
推
計
結
果
で
、
管
内

３
３
・
５
％
。
低
所
得
者
の

方
へ
の
補
助
は
考
え
て
い
な

い
。
共
同
購
入
に
つ
い
て
広

報
を
し
て
い
る
の
で
、
自
主

防
災
組
織
ま
た
は
自
治
会
の

役
員
さ
ん
で
、
設
置
の
お
手

伝
い
を
し
て
頂
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

　
個
人
も
町
の
財
政
も
厳
し

い
中
、
益
々
増
加
す
る
医
療

費
を
い
か
に
抑
え
る
か
が
大

事
。
そ
の
た
め
病
気
に
な
ら

な
い
事
と
、
薬
代
を
安
く
す

る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

（
特
許
が
切
れ
た
後
に
、
別

の
メ
ー
カ
ー
が
同
じ
有
効
成

分
で
作
る
価
格
が
安
い
薬
）

を
使
用
す
る
人
を
増
や
す
事

が
必
要
。

　
　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
希
望
カ

ー
ド
を
使
用
し
て
も
ら
う
よ

う
に
効
果
的
指
導
、
広
報
活

動
が
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　
奥
原
保
健
福
祉
課
長

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希

望
カ
ー
ド
の
配
付
及
び
周
知

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
よ

り
よ
い
効
果
的
な
広
報
活
動

に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

　
　
現
在
服
用
薬
を
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
に
変
更
し
た
場
合
、

ど
の
く
ら
い
医
療
費
が
安
く

な
る
か
を
具
体
的
に
住
民
に

通
知
す
る
こ
と
で
、
通
知
を

受
け
る
住
民
は
一
目
で
知
る

事
が
で
き
る
と
思
う
が
、
促

進
通
知
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
予

定
は
な
い
の
か
。

問

問

問

問

答

答

医
療
費
抑
制
対
策
は

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

促
進
通
知
サ
ー
ビ
ス

　
　
保
健
福
祉
課
長

　

国
保
連
合
会
な
ど
の
関
係

機
関
と
調
整
し
な
が
ら
協
議

し
て
い
く
。

　
　
高
額
な
医
療
費
の
か
か

る
糖
尿
病
腎
症
の
重
症
化
を

予
防
す
る
た
め
、
旧
町
に
低

料
金
で
利
用
で
き
る
運
動
器

具
を
設
置
す
る
場
所
の
確
保

は
で
き
な
い
の
か
。
新
阿
波

踊
り
体
操
を
町
民
全
体
に
普

及
さ
せ
て
は
ど
う
か
。
閉
校

し
た
学
校
の
調
理
器
具
を
公

民
館
や
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
移

動
し
、
誰
も
が
参
加
で
き
る

料
理
教
室
を
開
催
し
て
頂
き

た
い
。

　
　
保
健
福
祉
課
長

　

運
動
機
器
の
設
置
、
新
阿

波
踊
り
体
操
の
普
及
、
糖
尿

病
予
防
教
室
の
開
催
な
ど
に

つ
い
て
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
、

財
源
的
な
も
の
を
含
め
総
合

的
に
判
断
し
、
検
討
し
て
い

く
。

　
　
大
地
震
に
備
え
、
ど
こ

に
ど
の
程
度
備
蓄
で
き
て
い

る
の
か
。
オ
ス
ト
メ
イ
ト

（
人
工
肛
門
保
有
者
・
人
工

膀
胱
保
有
者
）
が
安
心
し
避

難
で
き
る
よ
う
、
ス
ト
ー
マ

用
装
具
を
備
蓄
す
る
態
勢
は

で
き
て
い
る
の
か
。

　
　
企
画
防
災
課
長

　

災
害
備
蓄
品
は
宍
喰
地
区

５
カ
所
（
竹
ヶ
島
・
広
岡
・

久
保
・
南
町
・
津
波
避
難
タ

ワ
ー
）
、
海
部
地
区
３
カ
所

（
山
下
・
水
防
倉
庫
・
海
部

庁
舎
）
、
海
南
地
区
６
カ
所

（
四
方
原
・
前
田
・
平
井
・

イ
ナ
・
東
・
大
田
津
波
避
難

タ
ワ
ー
）
で
、
毛
布
・
ラ
イ

ト
・
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
・
簡

易
ト
イ
レ
等
を
備
蓄
し
て
い

る
。
徳
島
県
立
南
部
防
災
館

に
は
、
ア
ル
フ
ァ
米
・
山
菜

お
こ
わ
・
か
ん
ぱ
ん
等
を
常

備
し
て
い
る
。

　

人
工
肛
門
等
の
装
備
の
備

蓄
に
つ
い
て
は
備
蓄
倉
庫
が

プ
レ
ハ
ブ
の
た
め
、
長
期
保

存
が
で
き
る
の
か
が
疑
問
で

あ
る
。
各
家
庭
で
非
常
持
ち

出
し
袋
等
に
準
備
し
て
頂
く

こ
と
が
良
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
商
工

会
と
連
携
し
、
募
集
や
補
助

金
援
助
は
考
え
て
い
な
い
の

か
。

　
　
保
健
福
祉
課
長

　

現
在
、
買
い
物
サ
ポ
ー
ト

事
業
と
い
う
も
の
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
、
高
齢
者
の
方

が
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
必
要
な
施
策
を
講

じ
て
い
く
。

　
　
よ
り
楽
に
庁
舎
等
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
杖
ホ
ル
ダ

ー
の
設
置
・
貸
出
を
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
保
健
福
祉
課
長

　

貸
出
に
つ
い
て
は
、
管
理

運
用
方
法
な
ど
を
ど
の
よ
う

に
行
う
か
な
ど
総
合
的
に
判

断
し
検
討
し
て
い
く
。
設
置

に
つ
い
て
は
、
関
係
所
管
と

協
議
し
て
い
く
。

問答 答 買
い
物
代
行
サ
ー
ビ
ス

ジェネリック希望カード

答答

答

食
事
、
運
動
療
法
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
な
い
の
か

問

問杖
専
用
ホ
ル
ダ
ー
設
置

災
害
備
蓄
品
は
確
保

で
き
て
い
る
の
か
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年
に
一
回
ず
つ
開
催
さ
れ
、

開
催
要
請
は
非
常
に
多
い
と

聞
い
て
い
る
。
漁
業
の
体
験
、

食
事
の
振
興
等
の
体
験
が
あ

る
。

　
　
海
陽
町
と
し
て
取
り
組

み
が
不
足
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
る
が
、
何
か
問
題
が
あ

る
の
か
。　

　
　
歌
産
業
観
光
課
長

　

町
内
の
漁
業
体
験
と
し
て

は
浅
川
湾
の
「
養
殖
体
験
」
、

宍
喰
伝
統
漁
法
の
「
打
ち
網

体
験
」
な
ど
が
あ
り
、
郡
内

に
お
い
て
は
11
の
体
験
メ
ニ

ュ
ー
を
持
っ
て
お
り
、
発
展

途
中
で
あ
る
こ
と
を
除
い
て
、

特
に
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。

　
　
遊
漁
船
、
民
泊
の
問
題

に
つ
い
て
理
解
を
頂
く
た
め

に
説
明
を
し
に
行
く
場
合
、

役
場
だ
け
で
は
非
常
に
難
し

い
の
で
、
民
泊
を
経
験
さ
れ

た
方
と
一
緒
に
行
き
、
ど
う

い
う
状
況
で
ど
う
い
う
受
入

が
出
来
る
の
か
を
、
責
任
あ

る
立
場
で
決
定
権
を
持
っ
て

い
る
方
が
行
か
れ
た
ほ
う
が

い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　

南
阿
波
よ
く
ば
り
体
験
推

進
協
議
会
は
、
海
部
郡
３
町

　
21
年
度
か
ら
22
年
度
に
お

い
て
、
参
加
人
数
、
収
入
面

に
お
い
て
か
な
り
の
伸
び
を

示
し
て
い
る
。
民
泊
で
約

１
５
０
万
円
の
売
上
増
、
体

験
漁
業
の
観
光
施
設
等
の
売

上
も
伸
び
て
い
る
。
阿
佐
東

線
の
伊
勢
エ
ビ
局
長
が
脱
皮

し
た
と
こ
ろ
な
の
で
海
陽
町

も
早
く
脱
皮
し
、
み
ん
な
で

全
国
ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

イ
ン
・
徳
島
に
つ
い
て

叶
岡
　
　
徹
　
議
員

問

答

答

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
時
期
。
関
連
事
業
で
収

入
ア
ッ
プ
、
交
流
人
口
の
増

加
で
海
陽
町
に
プ
ラ
ス
に
な

る
と
思
う
。

　
四
方
原
、
五
反
田
線
の
町

道
、
野
球
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

か
ら
石
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
峠

の
間
は
道
路
状
況
が
悪
く
、

非
常
に
危
険
で
あ
る
。

　
　
幼
稚
園
、
保
育
所
が
開

所
す
る
と
き
に
は
把
握
し
て

い
た
と
思
う
が
、
安
全
対
策

は
考
え
て
い
た
の
か
。

　
　
福
岡
教
育
次
長

　

通
園
者
の
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て
は
目
配
り
、
気
配

り
は
し
て
い
る
。
町
道
と
文

化
村
施
設
内
の
横
断
歩
道
、

歩
行
者
専
用
の
ス
ロ
ー
プ
を

設
置
し
安
全
対
策
を
講
じ
て

き
た
。
現
時
点
で
、
町
道
か

ら
施
設
へ
の
進
入
は
、
そ
う

危
険
性
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
五
軒
家
町
長

　

危
険
箇
所
は
十
分
承
知
し

て
い
る
。
土
地
の
所
有
者
が

住
民
で
あ
る
の
で
、
交
渉
を

重
ね
て
い
る
。
決
し
て
放
置

は
し
て
い
な
い
。

　
　
道
路
状
態
も
悪
く
拡
幅

と
い
う
の
は
厳
し
い
と
思
う

が
、
峠
を
削
っ
て
低
く
す
る
、

登
り
口
を
な
だ
ら
か
に
す
る

な
ど
、
町
道
を
改
良
し
て
通

り
や
す
く
で
き
な
い
の
か
。

　
　
町
長

　

片
方
を
拡
幅
す
れ
ば
道
路

と
し
て
余
計
悪
く
な
る
。
歩
道

を
含
め
て
結
論
を
出
し
た
い
。

　
子
ど
も
達
の
命
が
関
わ
る

よ
う
な
問
題
な
の
で
、
状
況

を
考
え
一
番
い
い
方
法
を
と

っ
て
頂
く
よ
う
に
お
願
い
し

た
い
。

で
協
議
会
を
組
ん
で
お
り
、

事
務
局
長
の
他
、
職
員
を
３

名
雇
用
し
て
い
る
。
ま
た
必

要
に
応
じ
て
各
町
か
ら
２
～

３
名
が
出
向
い
て
い
る
。
今

後
、
町
も
協
力
し
な
が
ら
協

議
会
の
運
営
体
制
を
整
え
て

い
く
。

「南阿波よくばり体験」で養殖餌やり体験をする修学旅行生（浅川港）

答

答答

問

問

海
南
幼
保
施
設
周
辺
の

交
通
安
全
対
策

問
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町
が
目
指
す
包
括
医
療
は

三
浦
　
茂
貴
　
議
員

　
合
併
当
初
、
包
括
医
療
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
、
ま
た
約
２
年
前

に
は
海
部
庁
舎
に
包
括
相
談

室
も
設
置
し
て
い
る
。

　
　
包
括
相
談
室
は
現
在
ど

の
よ
う
に
展
開
さ
れ
、
開
設

当
初
よ
り
ど
の
よ
う
に
前
進

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
今
年

度
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
予
定
で
あ
る
の
か
。

　
　
奥
原
保
健
福
祉
課
長

　

相
談
件
数
は
、
昨
年
度
は

43
件
、
今
年
度
は
現
在
35
件

で
あ
る
。
今
年
度
の
包
括
医

療
体
制
に
つ
い
て
は
、
医
療

費
抑
制
の
た
め
に
、
糖
尿
病

に
特
化
し
た
保
険
事
業
及
び

介
護
予
防
の
た
め
に
、
地
域

の
特
性
、
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
計

画
・
実
行
・
検
証
を
行
っ
て

い
く
。

　
　
将
来
的
に
は
ど
の
よ
う

な
形
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

　
　
五
軒
家
町
長

　

海
部
庁
舎
を
司
令
塔
と
し

て
、
医
療
と
介
護
、
保
険
と

福
祉
の
四
本
柱
で
や
り
た

い
。

問

問

答

答

　
海
陽
町
で
は
こ
の
５
年
で
、

１
５
１
７
人
も
の
人
口
減
と

な
っ
て
い
る
。
中
で
も
、
出

生
が
随
分
減
っ
て
お
り
、
１

人
産
ま
れ
て
５
人
亡
く
な
る

と
い
う
よ
う
な
比
率
で
、
現

状
で
も
14
歳
以
下
の
子
ど
も

は
全
体
の
10
％
に
も
満
た
な

い
状
態
で
あ
る
。

　
　
子
ど
も
を
産
ん
で
も
ら

う
き
っ
か
け
と
し
て
、
ま
た

少
な
い
子
ど
も
を
み
ん
な
で

守
っ
て
い
く
と
い
う
観
点
か

ら
、
保
育
料
の
無
料
化
を
し

て
み
れ
ば
と
思
う
が
、
保
育

料
を
無
料
に
し
た
場
合
、
ど

の
く
ら
い
の
一
般
財
源
が
必

要
に
な
る
の
か
。
ま
た
第
２

子
以
降
の
無
料
化
、
更
に
は

第
３
子
、
第
４
子
以
降
で
は

ど
う
で
あ
る
の
か
。

　
　
保
健
福
祉
課
長

　

就
学
前
ま
で
の
園
児
を
無

子
ど
も
を
増
や
す
た

め
に

学
校
の
遠
距
離
通
学

助
成

料
に
し
た
場
合
は
５
１
９
０

万
６
千
円
が
必
要
。
第
２
子

以
降
は
３
８
４
４
万
６
千
円
、

第
３
子
以
降
は
１
４
５
８
万

３
千
円
、
第
４
子
以
降
は

３
２
０
万
６
千
円
と
な
る
。

　
　

少
子
化
対
策
と
し
て
、

現
在
考
え
て
い
る
政
策
が
あ

る
の
か
。

　
　
保
健
福
祉
課
長

　

少
子
化
対
策
は
重
要
な
課

題
の
一
つ
で
も
あ
る
た
め
、

今
後
、
本
町
の
地
域
性
を
考

慮
し
、
地
域
に
応
じ
た
施
策

を
講
じ
て
い
く
。

　
23
年
度
よ
り
海
南
、
海
部

両
中
学
校
が
統
合
し
、
海
陽

中
学
校
が
開
校
す
る
。

　
　
現
海
南
中
学
校
の
校
舎

を
使
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

新
た
に
海
部
地
区
か
ら
通
学

す
る
生
徒
は
ど
こ
を
通
学
す

問答

問問

問

答

る
の
か
、
通
学
路
の
歩
道
や

街
灯
の
安
全
整
備
な
ど
は
万

全
で
あ
る
の
か
。

　
　
福
岡
教
育
次
長

　

通
学
路
の
設
定
は
し
て
い

な
い
。
通
学
路
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
今
の
道
路
の
状
態

で
特
に
危
険
が
あ
る
よ
う
な

箇
所
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

　
　
中
学
校
に
自
転
車
通
学

す
る
学
生
に
対
し
て
、
補
助

が
出
る
と
聞
い
た
。
そ
の
助

成
は
具
体
的
に
は
い
く
ら
ど

の
よ
う
な
形
で
出
る
の
か
。

　
　
教
育
次
長

　

６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の

通
学
者
に
は
、
初
年
度
に
限

り
５
万
円
の
遠
距
離
通
学
補

助
、
公
共
交

通
機
関
を
利

用
す
る
生
徒

は
、
定
期
券

の
額
の
補
助

を
検
討
し
て

い
る
。

　
海
陽
中
学

校
が
開
校
し

て
大
幅
に
生

徒
の
環
境
が

変
化
す
る
。

整
備
、
説
明

等
万
全
を
期

し
て
欲
し
い
。

四月から海陽中学校へ自転車通学する旧海部中学生

答

答
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23
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

長
岡
　
秀
一
郎
　
議
員

　
　
23
年
度
、
特
色
あ
る
施

策
に
つ
い
て
。

　
　
五
軒
家
町
長

　

元
気
に
な
る
「
和
」
を
メ

イ
ン
と
し
て
、
幅
広
い
予
算

を
組
ん
で
い
る
。

　
　

き
め
細
か
な
交
付
金
、

地
域
活
性
化
交
付
金
等
、
補

助
金
事
業
と
は
違
っ
た
、
自

由
度
の
高
い
財
源
を
「
和
」

の
事
業
推
進
の
た
め
増
額
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
町
長

　

総
額
足
し
て
20
，
21
，
22

年
度
と
約
15
億
円
執
行
し
て

い
る
。
予
算
内
容
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
取
り
方
は
あ
ろ
う

か
と
思
う
が
、
全
方
位
的
に

判
断
し
て
や
っ
て
い
る
。

　
　
専
業
農
家
が
、
新
た
な

特
産
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
そ
の
支
援
策
は
。

ま
た
体
験
型
観
光
に
よ
る
入

り
込
み
客
が
増
加
し
て
い
る
。

し
か
し
民
泊
希
望
者
の
受
け

入
れ
先
が
少
な
い
現
状
が
あ

る
。
そ
の
整
備
が
進
め
ば
、

増
加
傾
向
が
見
込
め
る
。
民

泊
受
入
戸
数
を
増
や
す
た
め
、

一
括
交
付
金
を
支
度
金
制
度

の
財
源
と
し
て
運
用
し
て
は

ど
う
か
。

問問

問

答答

　
　
町
長　

　

農
産
物
に
お
い
て
は
、
補

助
金
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
今
回

の
「
和
」
の
事
業
に
お
い
て

や
っ
て
い
る
。

　

民
泊
に
つ
い
て
は
「
よ
く

ば
り
体
験
」
で
対
応
を
考
え

て
や
っ
て
い
る
。

　
　
合
併
後
改
革
も
進
ん
で

い
る
が
、
川
上
出
張
所
、
浅

川
出
張
所
が
そ
の
ま
ま
存
続

し
て
い
る
。
近
隣
の
郵
便
局

に
業
務
委
託
し
効
率
化
を
図

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
町
長

　

郵
便
局
や

農
協
と
協
議

を
し
て
き
た

が
、
妥
協
で

き
な
か
っ
た
。

要
は
接
遇
。

改
善
に
向
け
、

見
直
し
は
し

て
い
き
た
い
。

　
　
行
革
プ

ラ
ン
が
23
年

で
終
わ
る
が
、

第
二
弾
の
行

革
プ
ラ
ン
は

考
え
て
い
る

の
か
。

答

　
　
町
長

　

第
一
ラ
ウ
ン
ド
は
そ
れ
な

り
の
対
応
は
出
来
た
と
思
っ

て
い
る
。
子
々
孫
々
ま
で
本

町
が
前
進
す
る
よ
う
に
計
画
、

構
想
は
立
て
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
て
い
る
。

　
　
こ
の
問
題
に
対
す
る
町

長
の
基
本
的
な
考
え
、
ま
た

本
町
一
次
産
業
、
養
鶏
場
、

関
連
企
業
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
る
と
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
町
長

　

試
算
は
し
て
い
な
い
。
第

一
次
産
業
に
活
力
が
出
れ
ば
、

第
二
次
、
第
三
次
は
自
然
に

つ
い
て
く
る
と
信
じ
て
い
る
。

　
　
幹
線
道
路
55
号
は
地
震
、

津
波
時
に
は
寸
断
さ
れ
、
通

行
止
め
の
可
能
性
が
高
い
。

そ
の
迂
回
路
と
し
て
県
道
芥

附
海
部
線
よ
り
分
岐
し
て
い

る
。
町
道
落
合
線
を
海
部
居

敷
ま
で
延
長
す
る
バ
イ
パ
ス

道
路
を
建
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

町
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
絆

の
道
、
つ
け
る
べ
き
も
の
は

つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
時
間
は
か
か
る
が
、

ご
理
解
を
頂
き
た
い
。

　
　
宍
喰
地
域
に
お
け
る
避

難
タ
ワ
ー
整
備
推
進
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

　
　
多
田
副
町
長

　

北
町
・
宍
喰
浦
と
、
あ
た

ご
地
区
か
ら
久
保
八
幡
神
社

辺
り
に
も
必
要
で
あ
る
と
思

う
が
、
後
々
の
管
理
・
運
営

に
つ
い
て
お
願
い
し
な
け
れ

ば
な
ら
い
の
で
、
希
望
や
陳

情
が
出
れ
ば
対
応
し
て
い
き

た
い
。

答答

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て

災
害
時
に
対
応
す
る
バ

イ
パ
ス
道
路
に
つ
い
て

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

問

問 答

答 答

問

「南阿波よくばり体験」で伊勢エビ漁体験をする修学旅行生（宍喰）

問

問
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根
修
繕
費
等
４
５
１
０
万

円
。
地
方
債
元
金
償
還
金

５
億
１
１
５
６
万
１
千
円
。

基
金
費
の
合
計
１
億
６
３
９

７
万
７
千
円
等
を
計
上
。

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
予

算
の
規
模
は
、
59
億
９
３
０

０
万
円
。
対
前
年
度
比
較

１
億
９
９
０
０
万
円
の
減
額
、

率
で
は
3.2
％
減
と
な
る
。
歳

入
予
算
の
町
税
は
６
億
９
３

４
７
万
２
千
円
（
2.2
％
減
）
、

地
方
交
付
税
は
37
億
６
７
８

万
８
千
円
（
5.6
％
減
）
、
国

庫
支
出
金
は
２
億
９
２
１
２

万
７
千
円
（
4.9
％
減
）
、
県

支
出
金
は
４
億
７
２
１
９
万

６
千
円
（
7.8
％
減
）
、
町
債

は
３
億
７
４
０
万
円
（
5.1
％

減
）
を
見
込
ん
で
い
る
と
の

説
明
で
あ
っ
た
。

　

３
月
９
日
開
会
。
本
定
例

会
提
出
案
件
に
つ
い
て
。

①
海
陽
町
国
民
健
康
保
険
宍

喰
診
療
所
財
政
調
整
基
金
条

例
に
つ
い
て
。
１
億
円
を
積

立
て
宍
喰
診
療
所
の
健
全
な

運
営
を
維
持
す
る
。

②
海
陽
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
改
正
に
つ
い
て
。
保
険

金
納
付
条
件
の
改
善
を
図
る

た
め
、
年
４
回
の
納
付
を
年

８
回
に
変
更
す
る
。

③
海
南
こ
ど
も
館
の
設
置
。

宍
喰
ド
リ
ー
ム
館
で
行
っ
て

い
た
事
業
運
営
を
海
南
地
区

で
も
同
様
に
行
い
、
放
課
後

の
学
習
指
導
、
社
会
教
育
等

の
実
施
。

　

３
月
補
正
予
算
に
つ
い
て

《
き
め
細
か
な
交
付
金
事

業
》

①
ス
ク
ー
ル
バ
ス
保
管
整
備

事
業
２
３
０
０
万
円
。
②
平

井
集
会
所
急
傾
斜
対
策
事
業

１
６
７
０
万
円
。
③
宍
喰
町

民
セ
ン
タ
ー
耐
震
診
断
事
業

４
４
７
万
３
千
円
。
④
海
南

図
書
館
改
修
事
業
５
６
７
万

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
に

８
億
４
３
１
５
万
６
千
円
追

加
し
、
74
億
５
９
３
５
万
円

と
す
る
も
の
で
、
町
営
バ
ス

２
台
の
購
入
費
１
２
０
０
万

円
や
、
多
良
片
山
団
地
の
屋

委

員

長

報

告

総
務
常
任

委

員

会

委
員
長
　
戸
田
眞
理
子

文
教
厚
生

常
任
委
員
会

委
員
長
　
南
谷
　
輝
幸

常
任
委
員
会
委
員
長
報
告

　

３
月
８
日
開
会
。
最
初
に
、

浅
川
イ
ナ
浦
上
地
区
よ
り
陳

情
の
出
て
い
る
現
場
を
確
認
。

そ
の
後
、
３
月
定
例
会
提
出

議
案
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。

　

馳
馬
（
宍
喰
）
地
区
揚
水

施
設
維
持
管
理
基
金
条
例
に

関
連
し
て
、
将
来
的
受
益
者

負
担
に
つ
い
て
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。
ま
た
、
宍
喰
保
育

所
の
指
定
管
理
者
を
海
陽
町

社
会
福
祉
協
議
会
と
す
る
件

に
関
連
し
て
も
、
補
助
金
を

出
す
以
上
、
同
じ
民
間
と
競

合
し
て
負
け
な
い
よ
う
、
福

祉
面
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ

っ
た
。

浅川地区津波避難路巡視

円
。
⑤
移
動
図
書
館
車
購
入

事
業
、
１
台
１
１
０
０
万
円
。

⑥
博
物
館
展
示
シ
ス
テ
ム
改

修
事
業
８
６
８
万
２
千
円
等

の
予
算
で
、
新
年
度
に
実
施

す
る
繰
越
予
算
で
あ
る
。

　

平
成
23
年
度
当
初
予
算
に

つ
い
て
は
、
義
務
的
経
費
と

必
要
最
低
限
の
投
資
的
経
費

の
み
の
計
上
で
、
今
後
の
政

府
予
算
状
況
を
み
な
が
ら
６

月
以
降
予
算
計
上
を
行
い
た

い
と
の
事
で
あ
り
、
委
員
会

所
管
の
予
算
に
つ
い
て
は
了

承
し
た
。

　

そ
の
他

①
海
南
病
院
事
業
会
計
に
つ

い
て
。
外
来
患
者
減
、
医
師

１
名
減
、
長
期
入
院
患
者
増

等
に
よ
り
利
益
は
見
込
め
な

い
が
、
地
域
医
療
の
中
核
病

院
と
し
て
の
役
目
を
果
た
す

と
共
に
、
経
費
の
節
減
を
図

り
な
が
ら
経
営
努
力
に
努
め

た
い
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

②
海
部
中
学
校
運
動
場
に
つ

い
て
。
新
年
度
よ
り
海
部
小

学
校
の
運
動
場
と
し
て
使
用
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３
月
７
日
開
会
。
海
陽
町

馳
馬
地
区
揚
水
施
設
維
持
管

理
基
金
条
例
に
関
連
し
、
農

業
ポ
ン
プ
施
設
現
場
、
23
年

度
工
事
に
着
手
す
る
伊
勢
田

ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
を
巡

視
し
た
。
馳
馬
地
区
に
お

い
て
は
、
河
川
改
修
で
撤

去
さ
れ
る
馳
馬
堰
の
代
替

え
と
な
る
ポ
ン
プ
施
設
維

持
管
理
の
た
め
、
県
か
ら

１
３
２
９
万
７
千
円
の
補
償

金
を
基
金
と
し
て
積
立
て
、

今
後
の
維
持
管
理
費
用
に
充

当
し
て
い
く
と
の
説
明
を
受

け
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
22
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
、
平
成
23

年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

　

産
業
観
光
課
主
な
も
の
、

重
点
分
野
雇
用
創
出
事
業
費

委

員

長

報

告

し
た
い
と
の
事
で
、
四
国
財

務
局
に
対
し
無
償
貸
与
等
で

使
用
で
き
る
よ
う
、
格
段
の

配
慮
を
お
願
い
し
た
い
と
の

事
。
委
員
会
全
員
確
認
し
、

閉
会
。　

１
億
99
万
円
。

　

建
設
課
主
な
も
の
、
伊
勢

田
ト
ン
ネ
ル
工
事
町
負
担
分

１
７
２
０
万
円
。
鞆
浦
漁
協

県
営
漁
港
改
修
事
業
町
負
担

金
１
５
１
０
万
円
。
橋
梁
架

け
替
え
、
漁
港
エ
プ
ロ
ン
舗

装
工
事
。

　

上
下
水
道
課
主
な
も
の
、

海
部
公
共
下
水
道
特
別
会
計

予
算
、
脇
ノ
宮
、
一
宇
谷
、

海
部
駅
前
開
削
工
事
。
宍
喰

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

主
な
も
の
、
松
原
地
区
及
び

県
道
久
尾
宍
喰
浦
線
管
渠
整

備
。
海
部
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
主
な
も
の
、
脇
ノ
宮
、

一
宇
谷
地
区
配
水
管
布
設
替

工
事
。

　

以
上
、
産
業
建
設
所
管
の

議
案
20
件
に
つ
い
て
審
議
し
、

委
員
会
と
し
て
了
承
し
閉
会

し
た
。

産
業
建
設

常
任
委
員
会

委
員
長
　
見
吉
　
政
貴

4 月より放課後子ども教室が実施されている「海南子ども館」（旧海南幼稚園）

浅川伊勢田農免巡視



　

桜
の
花
が
満
開
の
中
、
入
学
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ

れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
当
議
会
も
全
員
一
致
で
義
援
金
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
今
後
必
ず
起
こ
る

で
あ
ろ
う
東
南
海
・
南
海
地
震
に
対
し
て
、
防

災
対
策
を
も
う
一
度
根
本
か
ら
見
直
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
民
の
命
と
財
産
を
守
る
た

め
に
、
町
に
提
案
、
提
言
等
を
し
、
町
民
の
皆

様
の
声
を
し
っ
か
り
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
議
会
広
報
で

わ
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
ま
す
よ
う
、
委
員
一

同
心
し
て
努
め
ま
す
。

　

３
月
議
会
、
た
く
さ
ん
の
人
が
傍
聴
に
来
て

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
６

月
議
会
で
す
の
で
、
町
民
の
方
々
の
傍
聴
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
会
事
務
局　

T
E
L　

７
３
ー
４
１
６
４

編
集
後
記

21
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

31
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

２
日　

徳
島
県
町
村
議
長
会
役
員
会

（
徳
島
市
）

２
日　

市
町
村
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
徳
島
市
）

４
日　

海
部
郡
議
長
会
研
修
会　

（
海
陽
町
）

９
日　

全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連

盟
理
事
会
（
東
京
都
）

17
・
18
日　

議
会
広
報
研
修
会　

（
東
京
都
）

22
日　

議
会
全
員
協
議
会

22
日　

議
会
運
営
委
員
会

25
日　

第
62
回
徳
島
県
町
村
議
長
会

総
会
・「
自
治
功
労
・
町
村

議
会
表
彰
」（
徳
島
市
）

１　
月

２　
月

７
日　

第
１
回
定
例
会
（
１
日
目
）
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西　山　幹　男　議員
町村議会議員27年以上在職功労者表彰

戸　田　眞理子　議員
町村議会議員15年以上在職功労者表彰

長　岡　秀一郎　議員
町村議会議員15年以上在職功労者表彰

全国町村議会議長会表彰 徳島県町村議会議長会表彰
南　谷　輝　幸　議員
町村議会議員25年以上在職功労者表彰

島　﨑　勝　弘　議員
町村議会議員25年以上在職功労者表彰

髙　畠　武　夫　議員
町村議会議員11年以上在職功労者表彰

故 仲 村 輝 雄　議員
町村議会議員11年以上在職功労者表彰

祝 祝

祝 祝

祝 祝

祝

議会広報編集特別委員会


